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みなかみ
冬の風物詩となってい

るしみ豆腐作りが、みな

かみ町須川の「たくみの里・豊楽館」

で最盛期を迎えている‖写真。

厳しい寒さの中、従業員が餅大に切

られた豆腐を台に並べたり、わらにく

くり付け、天井につるす作業に追われ

ている。

作業は今月中旬まで続き、約２万個

を生産する。出来上がったしみ豆腐は

同館の売店で販売

される。問い合わ

せは同館（☎0278

・64・2210）へ。

しみ豆腐作り最盛期
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秋葉原殺傷 死刑確定へ

ＺＺＺＺＺＺＺＺＺＺＺＺＺＺＺＺＺＺＺＺ

東京・秋葉原で７人が死

亡、 人が重軽傷を負った無

差別殺傷事件で殺人罪などに問わ

れ一、二審で死刑とされた元派遣

社員の加藤智
とも

大
ひろ

被告 の上告審

判決で、最高裁は２日、被告の上

告を棄却した。死刑が確定する。

テロ対策を強化 ２ ３ ４ ７
ノバルティス業務停止へ ３
銅像 ミケランジェロ作か ４
水神祭 県文化財指定へ
オノサト原点の油彩発見

春
近
し

風
が
ぼ
く
ら
を

呼
ん
で
い
る

（
東
吾
妻
岩
島
中
１
年

小
林

航
輔
）

☆
き
ょ
う
は
節
分
。
暦
の
上
で
は
、
冬

が
終
わ
り
ま
す
。
実
際
は
ま
だ
寒
さ
が

続
き
ま
す
が
、
気
分
的
に
は
、
春
の
風

に
呼
ば
れ
て
い
る
感
じ
で
す
。
（
鈴
）

米が対キューバ全面禁輸指令
1962昭和 年

日本がＮＰＴに署名
1970昭和 年

２月３日
ケネディ米大統領がキューバに対

する全面禁輸を指令した。 年の革

命で成立したカストロ政権が米系資

産を全面接収したことを受け、 年

に断交を通告したことに続く措置。

今年１月に経済制裁や渡航制限が緩

和された。

核軍縮、拡散防止、原子力の平和

利用を柱として 年に成立した核兵

器に関する多国間条約である核拡散

防止条約（ＮＰＴ）に日本が署名し

た。国会での承認を経て批准したの

は 年６月。2013年 月現在の締約

国は190カ国。

昔
の
子
ど
も
は
立

春
の
前
日
、
節
分
の

晩
に
、
悪
い
癖
を
売

り
に
行
っ
た
そ
う

だ
。
例
え
ば
歯
ぎ
し

り
。
他
の
家
の
軒
下

で
「
歯
ぎ
し
り
い
り
ま
せ
ん
か
」

と
つ
ぶ
や
き
、
中
か
ら
返
事
が

あ
る
と

売
っ
た

と
言
っ
て
逃

げ
て
く
る
▼
民
俗
学
者
の
折
口

信
夫
が
「
春
立
つ
鬼
」
に
記
し

て
い
る
。
面
白
い
風
習
が
あ
っ

た
も
の
だ
。
昔
は
正
月
も
立
春

も
同
じ
よ
う
に
捉
え
ら
れ
て
い

た
。だ
か
ら
、
節
分
の
晩
は
〈
生

活
が
新
し
く
な
る
境
目
と
考
へ

ら
れ

略

穢け
が

れ
を
捨
て
た
の
で

あ
る
〉
▼
き
ょ
う
は
節
分
。
豆

ま
き
と
言
え
ば
大
豆
で
あ
る
。

神
流
町
で
古
く
か
ら
栽
培
さ
れ

て
き
た
大
豆
は
「
ア
ワ
バ
タ
ダ

イ
ズ

と
呼
ば
れ
る

同
町
神
ケ

原
の
高
橋
隆
さ
ん
に
よ
る
と
、

大
粒
で
甘
み
が
あ
る
の
が
特
長

と
い
う
▼
た
だ
、
自
家
用
に
作

ら
れ
て
い
た

脇
役

で
、
消
え

去
り
つ
つ
あ
っ
た
。
そ
ん
な
大

豆
に
着
目
し
た
の
が
勢
多
農
林

高

前
橋

の
植
物
バ
イ
オ
研
究

部
だ
っ
た
。町
に
農
地
を
借
り
、

２
０
１
１
年
か
ら
研
究
に
取
り

組
ん
で
い
る
▼
収
穫
し
た
大
豆

か
ら
優
良
系
統
を
選
び
出
す
た

め
、
１
株
ご
と
に
粒
数
や
重
さ

を
調
べ
る
地
道
な
作
業
を
行

い
、
特
産
品
を
目
指
し
て
み
そ

造
り
な
ど
へ
の
挑
戦
も
続
く

こ
と
し
は
大
豆
を
本
格
的
に

増
産
し
た
い
」
と
、
同
部
顧
問

の
栗
原
宏
泰
教
諭
は
意
気
込
む

▼
栽
培
農
家
も
少
し
ず
つ
増
え

昨
年
秋
に
は
町
に
推
進
協
議
会

も
誕
生
し
た
。
大
豆
が
広
く
ま

か
れ
、
特
産
品
に
育
ち
〈
生
活

が
新
し
く
な
る
〉
き
っ
か
け
に

な
る
と
い
い
。
創
意
工
夫
で
、

過
疎
の
町
に
「
福
は
内
」
―
。
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高
齢
者
の
認
知
症
や
虐
待
の

重
度
化
を
防
ぐ
た
め
、
高
崎
市

は
２
日
、
相
談
や
介
護
予
防
の

拠
点
と
な
る
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
の
体
制
を
大
幅
に
拡
大

し
、
高
齢
者
宅
を
全
戸
訪
問
す

る
取
り
組
み
を
始
め
る
こ
と
を

明
ら
か
に
し
た
。
セ
ン
タ
ー
を

現
状
の
３
倍
の

カ
所
に
再
編

し
、
認
知
症
支
援
の
調
整
役
も

配
置
す
る
。
身
近
な
相
談
窓
口

の
拡
充
と
積
極
的
な
戸
別
訪
問

で
膨
ら
み
続
け
る
介
護
給
付
費

に
歯
止
め
を
掛
け
る
狙
い
だ
。

４
月
に
移
行
す
る
。

市
は
２
日
の
市
議
会
保
健
福

祉
常
任
委
員
会
で
、
３
年
に
１

度
見
直
す
「
高
齢
者
安
心
プ
ラ

ン
」
（
２
０
１
５
〜

年
度
）

の
計
画
案
を
公
表
し
、
再
編
内

容
を
説
明
し
た
。
「
名
称
が
堅

苦
し
い
」
と
い
う
市
民
の
声
を

反
映
さ
せ
、
「
高
齢
者
あ
ん
し

ん
セ
ン
タ
ー
」
と
す
る
方
向
で

調
整
し
て
い
る
。

市
に
よ
る
と
、
現
状
は
市
役

所
と
各
支
所
内
を
中
心
に
市
直

営
の
９
セ
ン
タ
ー
が
あ
り
、
高

齢
者
虐
待
や
消
費
者
ト
ラ
ブ

ル
、
認
知
症
な
ど
に
関
す
る
相

談
が
年
間
延
べ
約
２
万
件
寄

せ
ら
れ
て
い
る
。
多
く
は
各
地

の
民
生
委
員
を
通
じ
た
も
の

だ
。４

月
以
降
は
セ
ン
タ
ー
に
自

動
車
を
１
台
ず
つ
配
備
す
る
ほ

か
、
認
知
症
に
な
っ
て
も
住
み

慣
れ
た
地
域
で
生
活
で
き
る
よ

う
に
介
護
や
医
療
、
地
域
を
つ

な
ぐ
役
割
の
認
知
症
地
域
支
援

推
進
員
を
新
た
に
配
置
す
る
。

「
待
ち
の
姿
勢
」
か
ら
地
域
に

出
向
い
て
高
齢
者
の
生
活
や
健

康
状
態
を
確
認
す
る
方
針
に
転

換
。
認
知
症
を
初
期
段
階
で
集

中
ケ
ア
す
る
な
ど
問
題
の
早
期

発
見
と
対
応
に
つ
な
げ
る
。

運
営
は
市
直
営
の
基
幹
型
セ

ン
タ
ー
が
全
体
を
統
括
し
、

の
地
域
型
セ
ン
タ
ー
は
社
会
福

祉
法
人
な
ど
民
間
業
者
に
委
託

す
る
。
こ
れ
ら
の
事
業
者
は
各

地
で
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー

を
開
設
し
て
お
り
、
主
に
現
在

あ
る
事
業
所
内
に
新
セ
ン
タ
ー

を
設
置
。
１
拠
点
当
た
り
の

歳
以
上
人
口
に
地
域
的
な
偏
り

が
あ
っ
た
が
、
今
後
は
３
５
０

０
人
程
度
に
な
る
と
い
う
。

富
岡
賢
治
市
長
は
「
お
年
寄

り
に
寄
り
添
っ
た
福
祉
施
策
の

大
転
換
に
な
る
」
と
説
明
し
て

い
る
。

市
は
、
居
宅
介
護
サ
ー
ビ
ス

な
ど
へ
の
給
付
費
が

年
度
約

２
９
７
億
円
、

年
度
約
３
４

０
億
円
に
な
る
と
試
算
。
給
付

費
の
拡
大
は
市
民
が
負
担
す
る

介
護
保
険
料
の
増
加
に
直
結
す

る
。
市
は
今
回
の
再
編
で
要
介

護
状
態
の
軽
減
に
つ
な
げ
、
給

付
費
の
抑
制
を
目
指
す
。

認
知
症
や
虐
待

早
期
発
見
へ

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
再
編

高崎市

教
員
就
職
低
下
58
％

昨

年

群
馬
大

正
規
採
用
は
７
人
減

群
馬
大
教
育
学
部
を
２
０
１

４
年
３
月
に
卒
業
し
た
学
生
の

う
ち
、
教
員
に
な
っ
た
人
の
割

合
（
昨
年
９
月
末
時
点
）
は
、

前
年
よ
り
３
・
６
㌽
下
が
り

・
０
％
だ
っ
た
こ
と
が
２
日
ま

で
に
、
文
部
科
学
省
の
調
査
で

分
か
っ
た
。

調
査
に
よ
る
と
、
卒
業
生
２

２
６
人
の
う
ち
、
教
員
に
な
っ

た
の
は
１
３
１
人
で
前
年
か
ら

４
人
減
っ
た
。
こ
の
う
ち
正
規

採
用
は

人
（
前
年
比
７
人

減
）
、
臨
時
採
用
は

人
（
同

３
人
増
）
だ
っ
た
。

大
学
院
へ
の
進
学
率
は

・

８
％
で
前
年
よ
り
３
・
２
㌽
減

っ
た
。
教
員
以
外
へ
の
就
職
率

は
前
年
比
４
・
４
㌽
増
の

・

６
％
、
未
就
職
率
は
同
２
・
４

㌽
増
の

・
６
％
だ
っ
た
。

同
大
を
含
む
全
国

の
国
立

の
教
員
養
成
大
学
・
学
部
で

は
、
教
員
就
職
率
は
前
年
比
０

・
９
㌽
減
の

・
４
％
だ
っ

た
。

年
前
後
は

％
台
だ
っ

た
が
、
近
年
は
団
塊
世
代
の
大

量
退
職
に
伴
っ
て
新
規
採
用
が

増
え
た
影
響
で
競
争
が
低
下

し
、

％
台
が
続
い
て
い
る
。

全
国
の
卒
業
生
計
１
万
７
０

９
人
の
う
ち
教
員
に
な
っ
た
の

は
６
４
６
５
人
で
、
内
訳
は
正

規
採
用
が
３
８
１
３
人
、
臨
時

採
用
が
２
６
５
２
人
。
ほ
か
は

教
員
以
外
の
就
職
１
９
８
６

人
、大
学
院
進
学
１
１
８
３
人
、

未
就
職
９
１
５
人
な
ど
。

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
旅
行
博
に
初
参
加

東
南
ア
ジ
ア
誘
客
加
速
15年度に県
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外
国
人
観
光
客
の
増
加
に
向

け
、
県
は
２
０
１
５
年
度
、
訪

日
客
が
伸
び
て
い
る
東
南
ア
ジ

ア
か
ら
の
誘
客
を
本
格
化
さ
せ

る
。
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
で
開
か
れ

る
旅
行
博
に
初
め
て
参
加
し
、

観
光
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
を

展
開
す
る
。
東
南
ア
ジ
ア
地
域

で
最
も
発
展
し
情
報
発
信
力
の

あ
る
同
国
で
本
県
の
魅
力
を
ア

ピ
ー
ル
し
、
成
長
著
し
い
各
国

市
場
の
取
り
込
み
を
狙
う
。

年
に
日
本
を
訪
れ
た
外
国

人
は
１
３
４
１
万
人
で
上
位

カ
国
の
う
ち
、
東
南
ア
ジ
ア
地

域
は
タ
イ
（
６
位
）
、
マ
レ
ー

シ
ア
（
８
位
）
、
シ
ン
ガ
ポ
ー

ル
（
９
位
）
の
３
カ
国
が
１
１

０
万
人
超
を
占
め
た
。
経
済
発

展
を
背
景
に
海
外
旅
行
を
楽
し

む
層
が
増
え
、
訪
日
客
の
伸
び

率
は

〜

％
と
高
い
。

旅
行
博
で
は
海
外
旅
行
を
検

討
す
る
人
に
東
京
か
ら
の
ア
ク

セ
ス
の
良
さ
や
温
泉
、
世
界
文

化
遺
産
な
ど
多
彩
な
観
光
を
提

示
し
、
本
県
の
知
名
度
向
上
を

目
指
す
。
旅
行
会
社
へ
の
働
き

掛
け
や
現
地
メ
デ
ィ
ア
の
招

し
ょ
う

聘へ
い

も
検
討
し
て
い
る
。

年
度
に
同
様
の
取
り
組
み

を
し
た
タ
イ
も
重
点
地
域
と
し

て
、
引
き
続
き
誘
客
に
力
を
入

れ
る
考
え
だ
。

県
は
こ
れ
ま
で
、
中
国
や
台

湾
で
大
沢
正
明
知
事
が
ト
ッ
プ

セ
ー
ル
ス
を
行
う
な
ど
、
東
ア

ジ
ア
で
の
誘
客
を
強
化
し
て
き

た
。

年
に
県
内
に
宿
泊
し
た

外
国
人
客
の
う
ち
、
国
別
で
は

台
湾
が
最
多
の
３
万
１
５
５
０

人
で
、
中
国
が
２
番
目
に
多
い

１
万
３
５
４
０
人
。
韓
国
（
８

６
４
０
人
）
と
香
港
（
６
０
６

０
人
）
を
加
え
る
と
、
東
ア
ジ

ア
か
ら
の
宿
泊
客
が
全
体
の
約

６
割
を
占
め
て
い
る
。

新
年
度
は
東
南
ア
ジ
ア
も
タ

ー
ゲ
ッ
ト
に
加
え
、

年
度
か

ら
３
カ
年
の
観
光
振
興
計
画
で

目
標
に
掲
げ
る
外
国
人
宿
泊
客

年

万
人
の
達
成
を
目
指
す
。

放
射
線
マ
ッ
プ

線
量
減
り
更
新
終
了

県
と
市
町
村
対
策
会
議

県
と
市
町
村
で
つ
く
る
放
射

線
対
策
会
議
は
２
日
の
会
合

で
、
「
県
放
射
線
マ
ッ
プ
」
の

更
新
を
終
了
す
る
こ
と
を
決
め

た
。
県
内
全
域
で
放
射
線
量
が

低
減
し
、
色
分
け
に
よ
っ
て
数

値
の
高
低
を
示
し
て
き
た
マ
ッ

プ
の
必
要
性
が
薄
れ
た
た
め
。

今
後
は
測
定
地
点
を
見
直
し
、

放
射
線
量
の
公
表
を
続
け
る
。

マ
ッ
プ
は
放
射
線
量
が
低
減

し
て
い
く
推
移
を
一
見
し
て
確

認
で
き
る
よ
う
数
値
ご
と
に
色

分
け
で
表
示
し
、
定
期
的
に
更

新
し
て
き
た
。
県
内
の
全
１
１

２
４
地
点
で
毎
時
０
・
２
㍃

を
下
回
り
、
だ
い
だ
い
色
や
黄

色
と
い
っ
た
高
線
量
地
点
が
な

く
な
り
、
青
色
や
水
色
ば
か
り

で
違
い
が
分
か
り
に
く
く
な
っ

て
い
た
。

今
後
は
測
定
地
点
の
疎
密
を

調
整
し
た
上
で
４
４
０
余
り
の

地
点
を
選
び
、
中
長
期
的
に
監

視
を
続
け
る
。
測
定
結
果
は
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
地
図
上
で
公

表
し
て
い
く
。

公
立
中
高
一
貫
校

３
校
で

人
合
格

県
教
委
は
２
日
、
公
立
の
中

高
一
貫
校
３
校
の
２
０
１
５
年

度
入
学
者
選
抜
結
果
を
発
表
し

た
。
合
格
者
は
中
央
中
等
と
四

ツ
葉
学
園
中
等
が
と
も
に
１
２

８
人
、
太
田
中
が
１
０
８
人
だ

っ
た
。
実
質
倍
率
は
中
央
が
３

・
９
倍
（
受
検
者
５
０
５
人
）
、

四
ツ
葉
学
園
が
２
・
０
倍
（
同

２
５
６
人
）
、
太
田
が
２
・
８

倍
（
同
３
０
３
人
）
。

大日本蚕糸会が新助成策

４
月
導
入

担
い
手
育
成

繭
増
産

大
日
本
蚕
糸
会
（
東
京
都
千
代
田
区
、
高
木
賢
会
頭
）
は
２
日
、
碓
氷
製
糸
農
業
協
同
組

合
（
安
中
市
、
高
村
育
也
組
合
長
）
で
開
か
れ
た
県
内
養
蚕
農
家
と
の
会
合
で
、
４
月
か
ら

導
入
す
る
養
蚕
支
援
策
の
骨
子
を
示
し
た
。
従
来
の
既
存
農
家
へ
の
支
援
に
加
え
、
新
た
に

養
蚕
の
担
い
手
育
成
と
繭
増
産
を
打
ち
出
し
、
養
蚕
技
術
を
習
得
す
る
新
規
参
入
者
に
研
修

費
と
し
て
年
間
１
５
０
万
円
を
３
年
間
支
給
す
る
。
企
業
な
ど
事
業
者
の
参
入
に
は
、
桑
園

や
養
蚕
設
備
の
借
入
金
や
繁
忙
期
の
養
蚕
ヘ
ル
パ
ー
の
雇
用
費
を
補
助
す
る
。

「
富
岡
製
糸
場
と
絹
産
業
遺

産
群
」
の
世
界
遺
産
登
録
に
よ

り
国
産
絹
製
品
の
需
要
が
増
え

て
い
る
。
だ
が
、
２
０
１
４
年

度
に
碓
氷
製
糸
に
入
荷
し
た
県

内
産
繭
は
約

㌧
、
県
外
を
含

め
て
も
前
年
比

％
の

㌧
に

と
ど
ま
り
、
生
糸
の
需
要
増
に

対
応
で
き
な
い
状
況
だ
。

担
い
手
育
成
で
は
養
蚕
に
参

入
す
る
研
修
生
を
支
援
す
る
ほ

か
、
研
修
生
を
受
け
入
れ
て
技

術
指
導
す
る
ベ
テ
ラ
ン
の
農
家

に
１
蚕
期
当
た
り

万
円
を
補

助
す
る
。
春
、
夏
、
初
秋
、
晩

秋
、
晩
々
秋
の
５
蚕
期
全
て
で

指
導
す
れ
ば
最
大

万
円
を
支

給
す
る
。
研
修
生
は
養
蚕
農
家

の
子
弟
な
ど
家
族
も
含
ま
れ
、

研
修
生
、
指
導
者
双
方
に
半
額

ず
つ
支
給
。
野
菜
農
家
ら
が
新

規
に
研
修
を
受
け
る
場
合
も
年

間

万
円
を
補
助
す
る
。

事
業
者
の
参
入
は
、
碓
氷
製

糸
や
企
業
が
生
糸
・
真
綿
生
産

の
原
料
確
保
で
養
蚕
を
行
う
こ

と
を
想
定
し
た
。
元
養
蚕
農
家

な
ど
か
ら
遊
休
桑
園
・
設
備
な

ど
を
借
り
る
費
用
を
補
助
し
、

桑
園
は
千
平
方
㍍
当
た
り
最
大

１
万
円
、
蚕
室
は
床
面
積

平

方
㍍
当
た
り
最
大
２
万
円
。

事
業
者
が
研
修
生
を
雇
用
し

て
養
蚕
を
習
わ
せ
る
場
合
も
個

人
の
場
合
と
同
様
に
受
け
入
れ

費
用
を
出
す
。
繁
忙
期
の
養
蚕

ヘ
ル
パ
ー
は
、
１
日
最
大
８
千

円
を
補
助
す
る
。

現
役
養
蚕
農
家
の
支
援
策
も

強
化
す
る

繭
増
産
支
援
で

養

蚕

製
糸

織
物
業
者
ら
で
組
織

す
る
蚕
糸
・
絹
業
提
携
グ
ル
ー

プ
の
繭
生
産
計
画
に
従
っ
て
、

前
年
度
よ
り
蚕
の
飼
育
数
を
増

や
し
た
農
家
に
蚕
３
万
匹
当
た

り
１
万
円
、
高
品
質
繭
を
年
間

㌔
以
上
増
産
し
た
農
家
に
１

㌔
当
た
り
４
０
０
円
の
奨
励
金

を
出
す
。
養
蚕
ヘ
ル
パ
ー
雇
用

費
も
事
業
者
と
同
様
に
扱
う
。

会
場
の
養
蚕
農
家
は
「
現
役

農
家
は

代
以
上
で
高
齢
化

し
、
後
継
者
も
い
な
い
。
桑
園

や
建
物
の
賃
貸
を
さ
ら
に
詰
め

て
今
回
の
補
助
施
策
を
導
入
し

て
ほ
し
い
」
と
期
待
す
る
。

高
木
会
頭
は
「
従
来
の
支
援

策
（
繭
１
㌔
当
た
り
１
２
０
０

円
補
助
）
に
加
え
て
助
成
す
る
。

絹
織
物
、
絹
製
品
の
需
要
増
に

対
応
で
き
る
生
産
体
制
を
作
る

必
要
が
あ
る
。
新
し
い
養
蚕
の

担
い
手
を
入
れ
、
繭
増
産
に
つ

な
げ
た
い
」
と
話
し
た
。
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